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第一部 【企業情報】

 

第1 【企業の概況】

 

1 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第45期

第3四半期
累計期間

第46期
第3四半期
累計期間

第45期

会計期間
自 平成28年 1月 1日

至 平成28年 9月30日

自 平成29年 1月 1日

至 平成29年 9月30日

自 平成28年 1月 1日

至 平成28年12月31日

売上高 （百万円） 35,043 36,567 49,243

経常利益 （百万円） 2,444 2,870 3,360

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,468 1,952 2,169

持分法を適用した場合の
投資利益

（百万円） － － －

資本金 （百万円） 3,395 3,395 3,395

発行済株式総数 （千株） 24,182 24,182 24,182

純資産額 （百万円） 24,389 25,918 25,137

総資産額 （百万円） 32,241 35,301 31,362

1株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 66.82 88.87 98.74

潜在株式調整後1株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

1株当たり配当額 （円） 25.00 25.00 50.00

自己資本比率 （％） 75.65 73.42 80.15
 

　

回次
第45期

第3四半期
会計期間

第46期
第3四半期
会計期間

会計期間
自 平成28年 7月 1日

至 平成28年 9月30日

自 平成29年 7月 1日

至 平成29年 9月30日

1株当たり四半期純利益金額 （円） 26.12 26.32
 

 
(注)　1　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 2　持分法を適用した場合の投資利益については、対象となる関連会社がないため記載しておりません。

 3　潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 4　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

 
2 【事業の内容】

当第3四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）にて営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第2 【事業の状況】

 

1 【事業等のリスク】

当第3四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

2 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

3 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第3四半期累計期間（平成29年1月1日～平成29年9月30日）における当社を取り巻く事業環境は、企業収益や雇

用・所得環境の改善が進むとともに、設備投資に持ち直しの動きがみられ、緩やかな回復基調で推移いたしまし

た。しかしながら、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動による影響等、先行きは依然として不透明な状況が

続いております。また、当社の主要顧客である小売業界については、個人消費に力強さを欠き、業種・業態を越え

た企業間競争の激化が進むなど、お客様の事業環境は変化しております。

このような状況の下、当社は中期経営計画に基づき、安定した利益を確保するため、収益性及び生産性の向上を

目的とした社内体制の整備・強化を行ってまいりました。

この結果、当第3四半期累計期間の売上高は365億67百万円（前年同四半期比4.3％増）、営業利益は28億75百万円

（前年同四半期比17.4％増）、経常利益は28億70百万円（前年同四半期比17.4％増）、四半期純利益は19億52百万

円（前年同四半期比33.0％増）となりました。

なお、当社はディスプレイ事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載に代えて、市場分野別に記

載しております。

 
市場分野別の売上高は次の通りであります。

区分

前第3四半期累計期間
(自　平成28年 1月 1日
　至　平成28年 9月30日)

当第3四半期累計期間
(自　平成29年 1月 1日
　至　平成29年 9月30日)

増減

売上高
(百万円)

構成比
(％)

売上高
(百万円)

構成比
(％)

売上高
(百万円)

増減率
(％)

複合商業施設

　・総合スーパー
5,576 15.9 6,100 16.7 523 9.4

食品スーパー

　・コンビニエンスストア
3,584 10.2 4,656 12.7 1,071 29.9

各種専門店 17,680 50.5 18,500 50.6 820 4.6

飲食店 4,815 13.7 3,968 10.9 △847 △17.6

サービス等 3,386 9.7 3,342 9.1 △44 △1.3

合計 35,043 100.0 36,567 100.0 1,523 4.3
 

 

当第3四半期累計期間における市場分野別の主な状況は、複合商業施設・総合スーパー分野では、ショッピングセ

ンターの新規出店は減少しているものの、デベロッパーによる既存店活性化を中心とした案件を多く手掛けたこと

により、受注が増加いたしました。食品スーパー・コンビニエンスストア分野では、店舗再編の動きが活発化した

ことにより、受注が増加いたしました。飲食店分野では、中食市場の拡大における競争の激化や材料費及び人件費

などのコスト上昇から出店が落ち込み、受注が減少いたしました。
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(2)  財政状態の分析

（資産）

当第3四半期会計期間末における資産は、353億1百万円（前事業年度比39億39百万円増）となりました。

流動資産は、前事業年度末に比べ40億74百万円増加し、244億80百万円となりました。主な要因は、現金及び預

金が6億59百万円減少したものの、完成工事未収入金が18億80百万円、未成工事支出金が30億93百万円増加したこ

とによるものです。

固定資産は、前事業年度末に比べ1億34百万円減少し、108億21百万円となりました。主な要因は、投資その他

の資産が1億14百万円減少したことによるものです。

（負債）

当第3四半期会計期間末における負債は、93億83百万円（前事業年度比31億58百万円増）となりました。

流動負債は、前事業年度末に比べ31億39百万円増加し、74億34百万円となりました。主な要因は、工事未払金

が26億32百万円増加したことによるものです。

固定負債は、前事業年度末に比べ18百万円増加し、19億48百万円となりました。主な要因は、退職給付引当金

が16百万円増加したことによるものです。

（純資産）

当第3四半期会計期間末における純資産は、259億18百万円（前事業年度比7億81百万円増）となりました。主な

要因は、利益剰余金が8億54百万円増加したことによるものです。

 
(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第3四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(4)  主要な設備

当第3四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画の著しい

変更はありません。

 

(5)  生産、受注及び販売の実績

当第3四半期累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。
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第3 【提出会社の状況】

 

1 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,669,200

計 40,669,200
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第3四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,182,109 24,182,109
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 24,182,109 24,182,109 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年 7月 1日
～

平成29年 9月30日
－ 24,182 － 3,395,537 － 3,566,581

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

（単元株式数は100株）普通株式 2,213,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,902,100 219,021 同上

単元未満株式 普通株式 67,009 － 同上

発行済株式総数  24,182,109 － －

総株主の議決権 － 219,021 －
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、それぞ

れ4,000株及び56株含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決

権の数40個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社スペース

東京都中央区日本橋
人形町3－9－4

2,213,000 － 2,213,000 9.15

計 － 2,213,000 － 2,213,000 9.15
 

(注) 株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が570株(議決権5個)あります。な

お、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式にそれ

ぞれ500株及び70株含まれております。

 

2 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 管理統括本部長 林　　　顕 平成29年9月30日
 

 

（2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性12名　女性1名　（役員のうち女性の比率7.7％）
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第4 【経理の状況】

 

1 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）により作成しております。

 

2 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期会計期間（平成29年7月1日から平成29年9月30

日まで）及び第3四半期累計期間（平成29年1月1日から平成29年9月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限

責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

3 四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第5条第2項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  ① 資産基準                     1.80％

  ② 売上高基準                   1.17％

  ③ 利益基準                   △0.33％

  ④ 利益剰余金基準               0.42％

  ※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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1 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年12月31日)
当第3四半期会計期間
(平成29年9月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 11,107,073 10,448,015

  受取手形 ※1  1,603,298 ※1  1,124,479

  完成工事未収入金 5,399,637 7,280,267

  未成工事支出金 2,034,241 5,128,163

  材料及び貯蔵品 7,845 6,868

  その他 258,864 497,022

  貸倒引当金 △5,100 △4,500

  流動資産合計 20,405,861 24,480,318

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,999,083 2,954,056

   土地 5,531,601 5,564,647

   その他（純額） 181,353 170,645

   有形固定資産合計 8,712,039 8,689,349

  無形固定資産 117,881 120,418

  投資その他の資産   

   その他 2,130,913 2,011,820

   貸倒引当金 △4,445 －

   投資その他の資産合計 2,126,468 2,011,820

  固定資産合計 10,956,389 10,821,588

 資産合計 31,362,250 35,301,906

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 1,702,482 4,335,364

  短期借入金 300,000 300,000

  未払法人税等 548,488 569,961

  賞与引当金 83,770 556,273

  完成工事補償引当金 39,394 36,033

  受注損失引当金 28,920 4,000

  その他 1,592,056 1,633,062

  流動負債合計 4,295,113 7,434,695

 固定負債   

  長期未払金 351,157 350,387

  退職給付引当金 1,576,442 1,592,931

  その他 2,298 5,013

  固定負債合計 1,929,898 1,948,332

 負債合計 6,225,011 9,383,028
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年12月31日)
当第3四半期会計期間
(平成29年9月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,395,537 3,395,537

  資本剰余金 3,566,800 3,566,800

  利益剰余金 19,534,265 20,388,338

  自己株式 △1,728,308 △1,729,226

  株主資本合計 24,768,294 25,621,450

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 368,944 297,428

  評価・換算差額等合計 368,944 297,428

 純資産合計 25,137,238 25,918,878

負債純資産合計 31,362,250 35,301,906
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(2) 【四半期損益計算書】

【第3四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第3四半期累計期間
(自 平成28年 1月 1日
　至 平成28年 9月30日)

当第3四半期累計期間
(自 平成29年 1月 1日
　至 平成29年 9月30日)

売上高   

 完成工事高 35,043,969 36,567,294

売上原価   

 完成工事原価 30,976,980 31,929,822

売上総利益 4,066,989 4,637,472

販売費及び一般管理費 1,617,444 1,761,658

営業利益 2,449,544 2,875,813

営業外収益   

 受取利息 603 786

 受取配当金 13,414 11,898

 受取地代家賃 16,840 10,347

 その他 3,774 3,988

 営業外収益合計 34,633 27,020

営業外費用   

 支払利息 3,321 3,309

 売上割引 18,301 15,561

 不動産賃貸費用 7,139 4,989

 その他 10,831 8,562

 営業外費用合計 39,593 32,422

経常利益 2,444,585 2,870,411

特別損失   

 固定資産除売却損 316 39

 投資有価証券評価損 117,702 －

 特別損失合計 118,019 39

税引前四半期純利益 2,326,566 2,870,371

法人税、住民税及び事業税 973,171 1,080,374

法人税等調整額 △114,670 △162,552

法人税等合計 858,500 917,821

四半期純利益 1,468,065 1,952,550
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年3月28日）を第1四半期

会計期間から適用しております。

 
(四半期貸借対照表関係)

※1　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第3四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会

計期間末残高に含まれております。

 
 

前事業年度
(平成28年12月31日)

当第3四半期会計期間
(平成29年9月30日)

受取手形 33,245千円  60,955千円  
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第3四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第3四半期累計期間
(自 平成28年 1月 1日
 至 平成28年 9月30日)

当第3四半期累計期間
(自 平成29年 1月 1日
 至 平成29年 9月30日)

減価償却費 220,526千円 202,258千円
 

 

(株主資本等関係)

前第3四半期累計期間（自 平成28年1月1日 至 平成28年9月30日）

1 配当金支払額

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年3月30日
定時株主総会

普通株式 593,195 27 平成27年12月31日 平成28年3月31日 利益剰余金

平成28年8月 8日
取締役会

普通株式 549,253 25 平成28年 6月30日 平成28年9月13日 利益剰余金
 

 

2 基準日が当第3四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第3四半期累計期間（自 平成29年1月1日 至 平成29年9月30日）

1 配当金支払額

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年3月30日
定時株主総会

普通株式 549,241 25 平成28年12月31日 平成29年3月31日 利益剰余金

平成29年8月 8日
取締役会

普通株式 549,235 25 平成29年 6月30日 平成29年9月12日 利益剰余金
 

 

2 基準日が当第3四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第3四半期累計期間（自 平成28年1月1日 至 平成28年9月30日）

当社は、ディスプレイ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 

当第3四半期累計期間（自 平成29年1月1日 至 平成29年9月30日）

当社は、ディスプレイ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 

(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第3四半期累計期間
(自 平成28年1月 1日
 至 平成28年9月30日)

当第3四半期累計期間
(自 平成29年1月 1日
 至 平成29年9月30日)

 1株当たり四半期純利益金額 66円82銭 88円87銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 1,468,065 1,952,550

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,468,065 1,952,550

普通株式の期中平均株式数(株) 21,970,158 21,969,469

   
 

(注) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

2 【その他】

第46期（平成29年1月1日から平成29年12月31日まで）中間配当については、平成29年8月8日開催の取締役会におい

て、平成29年6月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

① 配当金の総額 549,235千円

② 1株当たりの金額 25円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成29年9月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月8日

株式会社 ス ペ ー ス

 取 締 役 会 御中 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小　　松　　　　　聡   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐 々 田    博  信　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スペース

の平成29年1月1日から平成29年12月31日までの第46期事業年度の第3四半期会計期間(平成29年7月1日から平成29年9月30

日まで)及び第3四半期累計期間(平成29年1月1日から平成29年9月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸

借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スペースの平成29年9月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第3四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

2．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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